
Franz Liszt:Les Préludes S.97

F.リスト
交響詩「レ・プレリュード（前奏曲）」S.97

Wolfgang Amadeus Mozart:Clarinet Concerto in A major,K.622

W.A.モーツァルト
クラリネット協奏曲イ長調K.622

Robert Alexander Schumann:Symphony No.1 in B flat major,Op.38“Frühling”

R.シューマン
交響曲第1番変ロ長調Op.38「春」

江戸川フィルハーモニーオーケストラ
E D O G A W A  P H I L H A R M O N I C  O R C H E S T R A

定期演奏会
T H E  4 3 R D  S U B S C R I P T I O N  C O N C E R T

第43回

【前売チケット取扱所】江戸川区総合文化センター☎03-3652-1111
【インターネットチケット予約】https://www.edophil.jp/concert-yoyaku.html（～4/15土 21：00）
【お問い合せ】オフィススガ☎03-3670-0048（～4/15土 17：00） E-mail：info_epo＠edophil.jp
 江戸川区文化共育部文化課文化振興係☎03-5662-0300（～4/14金15：00）
【主催】江戸川フィルハーモニーオーケストラ  【後援】江戸川区・江戸川区音楽協議会
※今後の状況によっては開催できなくなる可能性もございます。※公演中止の場合以外はチケットの払い戻しはいたしません。
※申し訳ございませんが、未就学児のご入場はご遠慮ください。※マスク着用にてご入場ください。
※出演者へのプレゼントなどのお預かりはできません。 インターネット予約

800円
当日券1,000円

入場料《全席自由》

※場合によっては販売を見送らせて
いただきます。

13：10よりプレトーク「本日の演奏会の聴きどころ」があります。

2023年4月16日
開場13：00  開演13：30
江戸川区総合文化センター大ホール

sun

｛ 指揮 ｝田部井 剛
Conductor

TABEI Tsuyoshi

｛ クラリネット ｝玉垣 知穂
第7回水と緑のまち江戸川
新進音楽家コンクール 管楽器部門第1位

Clarinet

TAMAGAKI Chiho

予約・
前売券



【ホームページ】http://www.edophil.jp/

●交通（バス）：新小岩 － 葛西・西葛西
 「江戸川区役所前」下車5分/「江戸川高校前」下車5分
  小　岩 － 小松川警察署・両国
 「江戸川文化センター前」下車1分
●交通（電車）：JR新小岩駅より徒歩15分

文
小松川境川親水公園

至平井 至小岩JR総武線
新小岩

モーターバイク

コープみらい

新小岩そらまめクリニック

第三松江小学校

江戸川文化センター前

至市川中央図書館江戸川区役所
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江戸川区総合文化センター

1. 次の症状に該当する場合は、当日のご来場をお控えください。
①発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜の充
血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐。②新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との濃厚接
触がある場合。③過去2週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・
地域への訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある場合。

2. ご来場時は、感染予防のため、次の事項にご協力ください。
①マスクの着用、手洗いおよび手指の消毒、咳エチケット。※水分補給などでマスクを外される
場合は、会話をお控えいただき、できるだけ短時間でお願いいたします。②入場時や休憩時のお
手洗いの際の、お客様同士の距離の確保。③大きな声での会話および客席内での会話やブラ
ボーの掛け声はお控えください。④入場時の検温（37.5度以上の方は入場をお断りさせていただきま
す）。⑤プログラムなどはお客様ご自身でお取りください。⑥出演者へのプレゼントなどのお預かりはできません。⑦座席は他グループとはなるべく隣席が
空くようお座りください。⑧公演終了後は、座席のブロックごとに分散して退場していただく場合があります。

お客様へのお願い

ちしています！第43回定期演奏会へのご来場をお待ちしています！

香川県出身。13歳よりクラリネットを始める。
高松第一高等学校音楽科卒業。
2019年、第36回香川ジュニア音楽コンクー
ル金賞。同コンクールグランプリ大会に出場。
2022年、第7回江戸川新進音楽家コンクー
ル第1位。同年、武蔵野音楽大学ニュースト
リームコンサート（選抜コンサート）に出演。

これまでに、石川孝司、石川幸司、大浦綾子、山本正治に師事。
現在、武蔵野音楽大学演奏学科ヴィルトゥオーゾコース3年。

｛ クラリネット ｝玉垣 知穂

江戸川フィルハーモニーオーケストラ（通称：江戸フィル）は、「江戸川
区の音楽文化の向上・発展に寄与する」という目的で1986年（昭和
61年）に創設されました。本演奏会を迎えられるのも、江戸川区、「江
戸フィルを支え、音楽を楽しむ会」会員の皆様、そして区民の皆様
をはじめとするたくさんのお客様の温かいご支援によるものだと深く
感謝しております。また、団としても演奏レベルの向上や運営基盤の
強化を図るために日々、努力を積み重ねてきました。2021年11月第
40回記念定期演奏会を開催し、2020年特別演奏会に続き、藤岡幸
夫氏をお招きして、レスピーギの交響詩「ローマの祭り」を演奏、大
成功を収めました。
主な活動は春と秋に開催する定期演奏会、およびファミリーでより音
楽に親しんでいただくための楽しい企画にあふれた「ファミリーコン
サート」です。また、その他にも江戸川区音楽祭を始めとする各種イ
ベント等にも積極的に参加しています。今後も、「区民に愛される
オーケストラ」を目指し、さらに素晴らしい音楽をお届けできるように
山下音楽監督の下、団員一丸となって頑張っていきます。

江戸川フィルハーモニーオーケストラ
Edogawa Philharmonic Orchestra

TAMAGAKI ChihoTABEI Tsuyoshi

｛ 指 揮 ｝田部井 剛
早稲田大学商学部卒業。東京音楽大学指揮科研究生修了、東京芸術大
学指揮科卒業。これまでに指揮法を遠藤雅古、神宮章、武藤英明、佐藤功
太郎、ジェームズ・ロックハート、広上淳一、三石精一の各氏に、ピアノを岩
津章子、秦はるひ、藤田雅の諸氏に師事。沖縄国際音楽祭出演。東京芸大
在学中にはレハールのオペレッタ「メリーウィドウ」を全曲指揮。1999年には日
本フィルハーモニー交響楽団にて巨匠エリック・ハイドシェック氏とマルセル・
デラノワ作曲「5月の協奏曲」を協演・指揮（日本初演）。ソリストであるハイド

シェック氏は、田部井の読譜能力の高さ、また叙情的でリズムに溢れた演奏に対し、「ヤング・トスカ
ニーニ」と讃えた。2002年には「モーツァルト名曲コンサート」にて再びハイドシェック氏と共演、新日本
フィルハーモニー交響楽団を指揮。青柳いづみこ著「ピアニストがみたピアニスト」＜Pianistes vus par 
pianiste>（白水社刊）では、そこでの協奏曲における絶妙な指揮ぶりについて著述されている。2003年
には室内合奏団「カメラータ・ジオン」（Camerata Jion）を結成し、ヴァイオリニスト川畠成道、チェリスト青
木十良の諸氏と共演するなど積極的な活動をしている。2005年にはハイドシェック夫妻との国内ツアー
を成功させ話題を呼んだ。そのライヴ録音が仏アンテグラル社（Integral Classics France INT 221.156）よ
りリリースされている。2018年にはハイドシェック来日50周年ツアーを指揮し、そのコンサートは音楽の
友誌上等で絶賛された。また、宮田大、漆原啓子、林峰男、上村昇、永井和子、佐々木典子、カテリー
ナショット、宗次郎、クミコ、岡本知高、故江戸家猫八、谷川俊太郎などジャンルを問わず内外の様々な
アーティストと共演し、高い信頼が寄せられている。オペラの分野においては、團伊玖磨『ちゃんちき』、
モーツァルト『フィガロの結婚』、『魔笛』など指揮し、高い評価を得た。このほか群馬交響楽団、東京
フィルハーモニー交響楽団、東京シティフィルハーモニック管弦楽団、ニューフィルハーモニーオーケス
トラ千葉、東京佼成ウィンドオーケストラ、ザ・シンフォニーホールチェンバーアンサンブル等を指揮。
2006年にはチェコの名門、ターリヒ室内管を指揮し、モーツァルトの交響曲をレコーディング、そのCD
がキングインターナショナルよりリリースされている（STUDIO FLORA B-2704）。2010年には日本フィル
ハーモニー交響楽団にて文化庁主催公演（計９公演）を指揮した。2013年には伝説のチェリストと謳わ
れる、クリスティーヌ・ワレフスカ女史とドボルジャークのチェロ協奏曲を共演、カメラータジオンを指揮、
氏より「偉大な才能」と高く評価された。また、ピアニストとしても非凡な能力を発揮し、ウィーンフィル首
席チェロ奏者フリッツ・ドレシャル（Fritz Dolezal）、勝部太、寺谷千枝子、平松英子諸氏と共演してい
る。2009年には白土文雄（チューリッヒ・トーンハレ元首席コントラバス奏者）のレコーディングにチェンバロ奏
者として参加、Harmony社より「モノローグ」がリリースされた（HCC 2049）。2012年にはドビュッシー生
誕150周年に際し、浜離宮朝日ホールにて行われた、文学キャバレ「黒猫」とその仲間たち、また、カワ
イコンサートサロン「パウゼ」にて行われたドビュッシーフェスティバル2012に出演、青柳いづみこ氏と連
弾曲を演奏、好評を博した。2013年には再び白土文雄とのデュオアルバム“Basso d’Amore”をOpus 
55よりリリースし、稀有な室内楽奏者としての高い評価がなされている（OPFF-10019）。2020年には、ド
ビュッシーの『海』、アンドレカプレ編のピアノ二台6手バージョンを青柳いづみこ、森下唯氏らと共にレ
コーディング、OTTAVAよりリリース（OTTAVA-10005）、レコード芸術特選盤となり、NHKFM等で放
送され、新聞誌上等で注目版として紹介されている。2009年、上毛芸術文化賞受賞。


